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大田市観光キャンペーン
（7/18～12/7）「石見銀山ウオーキングミュージアム」

　大田市全域で観光客を受け入れ、満足してもらい、大田市内の観光振興・産業振興につなげて
いくことを目的として実施中です。
　「ウオーキングミュージアム」のネーミングは「歩く観光」から来ています。ここでいう「歩く」
は、単に歩くことを意味したものではなく、「食べ歩き」の「歩く」のように、「巡る」という意
味を持っています。

石見銀山らとちゃんバス

お楽しみスタンプラリー

松江・出雲と石見銀山を結ぶ「石見銀山らとちゃんバス」
を運行
・９/６〜 12/７の土・日・祝日
・乗車券（２日間有効）　大人3,000円、小人1,500円
・石見銀山４館共通チケット付き（1,000円相当）
※４館…石見銀山世界遺産センター／石見銀山資料館／
　　　　重要文化財熊谷家住宅／代官所地役人旧河島家
※大森町並み各店でうれしい特典あり

【問】一畑トラベルサービス　☎0852 ‐ 21 ‐ 0277

・７/18〜11/30
市内の観光施設や飲食店、宿泊施設などに、大田市マス
コットキャラクター「らとちゃん」のスタンプが設置して
あります。期間中、スタンプを集めて応募していただく
と、抽選で特産品などの素敵な賞品が当たります！

【問】大田市役所観光振興課　☎0854 ‐ 88 ‐ 9237

ゆのつ夜神楽定期公演
温泉津で毎週土曜日迫力の神楽を堪能！
・３月まで毎週土曜日20:00 〜 21:00
※12/27、１/３は休演
※新春神楽（１/３）を予定

【問】温泉津温泉旅館組合　☎0855 ‐ 65 ‐ 2515

石見銀山観光ワンコインツアー
ガイドと一緒に世界遺産を存分に楽しむツアー
①龍源寺間歩ツアー
・３〜11月　毎日２回　10：30〜12：30／13：00〜15：00
・12〜２月　（元日を除く）毎日１回　10：30〜12：30
・集合場所：石見銀山ガイドの会事務所前
②大森町並みコース（12/29〜１/４は除く）
・毎日１回　10：30〜12：30
・集合場所：大森代官所跡前
※ガイド料：大人500円、小中学生100円（入場料・入館料
別途）※事前予約可

【問】石見銀山ガイドの会　☎0854 ‐ 89 ‐ 0120

　「ゆるキャラ®グランプリ2014」に、大田市のマスコットキャラクター
「らとちゃん」が“出馬”しました。昨年は1580体のうち123位でした。今
年は1698体がエントリーして、決選投票まで激戦が予想されますが、「目
指せ、100位以内」と決意表明しました。
　グランプリの投票期間は９月２日から10月20日まででした。11月１
日〜３日に、愛知県で開催される「ゆるキャラ®グランプリ2014 in あ
いちセントレア」で、上位100キャラクターにより決選投票及び表彰式
が行われます。らとちゃんは念願の100位以内が叶うか？引き続きらと
ちゃんの応援をよろしくお願いします。
　「らとちゃん」は大田市内外のイベントで大活躍をしています。６月
13〜15日には、環太平洋の文化の共有と国際親善を目的にハワイで開催
された「フェスティバルまつりインハワイ」のまつりパレードに参加。
　三瓶高原クロスカントリー大会、「仁摩で恋活」イベント、夏祭り天
領さんなどにも出演。これからも、いろいろな所で活躍します！

大田市マスコットキャラクター

『らとちゃん』活躍中！

「石見銀山ウオーキングミュージアム」
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―石見銀山の積出港に建つお社―

　現在大田市では、地元関係者と協力して史跡石見銀山遺跡地内にお
ける寺社建造物の保存修理を進めていますが、そのなかのひとつが今
回紹介する恵比須神社です。石見銀山最盛期の銀の積出港としても知
られる沖泊（温泉津町）に位置します。事業費には、国・県・市とい
づも財団、石見銀山基金の補助金を充てています。
　恵比須神社は事
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をお祭りし、沖泊の人々や、諸国より入港す
る船人から篤く信仰されてきました。由緒は詳らかではありません
が、古い記録には、大永６年（1526）に筑
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（現在の
福岡県遠賀郡芦屋町）の住人が蛭
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の神の神託によって沖泊（蛭子
浦）へ入港し、沖泊の浦
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へ社殿を造営させたと記されています。ま
た『銀山旧記』によると、大永６年という年は、博多の豪商神
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が銀山を発見（再開発）した年にあたり、このことからも石見銀山と
の関わりが想像できます。

　社殿は港近くの小高い傾斜地に建ち、本殿は港の方角へ正面を向
け、拝殿の港側の側面には豪快な彫刻が刻まれています。いかにも船
人からの視線を意識した造りとなっており、他に類を見ないものです。
　現在、本殿と拝殿を全て解体して修理しており、建物の柱や梁、屋
根瓦などひとつひとつを丁寧に取り外し、補修しています。建物の解
体を進める中で、普段見ることのできない当時の職人の技術や修理の
経過が明らかとなりますが、こうした発見も修理にあわせ、写真を撮
り図面化するなどして記録しています。史跡内建造物の保存修理を進
めるなかで、世界遺産・石見銀山遺跡を構成する文化財が維持される
とともに、様々な発見によってその歴史も深まります。
　修復を終え、再び社殿が見られるのはおよそ一年後となります。

らとちゃん劇場⑤

▲（左上）恵比須神社本殿と拝殿、（左下）本殿の解体中、（右）拝殿
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